
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

１ 入院患者に対して、該当する傷病名の記載のない外皮用薬の算定について 

 

《平成２９年４月２４日》 

 

○ 取扱い 

 

入院患者に対して、薬効・薬理から有効性があると判断される傷病名又は症

状詳記等の記載のない外皮用薬は原則として認めない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

皮膚疾患の種類・症状は様々であり、それらの原因や病状・病態に合わせ多

種多様な外皮用薬が保険収載されている。 

レセプトの記載内容を通覧して、該当する傷病名等がなく、また、外皮にお

ける炎症、発疹、痒み、創傷、細菌感染症、真菌感染症などの症状が類推でき

ない場合は、事例ごとに判断するものであり、一律にその投与を認めるには問

題があると考える。 

したがって、入院患者であっても、薬効・薬理から有効性があると判断され

る傷病名又は症状詳記等の記載のない外皮用薬は原則として認められない。 
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